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はじめに 

 

 厚生労働省委託事業の感染症流行予測調査は，集団免疫の

現況把握及び病原体検索等の調査を行い，各種疫学資料と併

せて検討し，予防接種事業の効果的な運用と長期的視野に立

った総合的な疾病の流行予測を目的として実施されている． 

 感染症流行予測調査実施要領 1) に基づく平成 26 年度の埼

玉県の実施項目は，風しん感受性調査，日本脳炎感染源調査

の2項目であった．平成26年度の調査結果について報告する． 

 

材料及び方法 

 

1 風しん感受性調査 

 平成26年10月7日～9日にさいたま市内の献血ルームに献

血に来た者の血清，209名分を検体とし，風しんHI抗体価を

測定した．併せて年齢，性別，ワクチン接種歴，風しんり患

歴の聞き取りを実施した．風しんHI抗体価は，感染症流行予

測調査術式 2) に従い，抗原は風しんウイルス HA 抗原（デン

カ生研）を使用し測定した．検体及び情報に関しては，供血

者に本事業の説明と協力の依頼を口頭及び書面で実施し，同

意を得られた場合に，調査に供した．また，未成年者は保護

者の同意が得られないため，調査の対象外とした． 

２ 日本脳炎感染源調査 

 県内食肉処理場で7月，8月及び9月の各月，6ヶ月齢の県

内産豚10頭から血液を採取し，日本脳炎HI抗体価を測定し

た．測定は，感染症流行予測調査術式 2) に従い，抗原は，日

本脳炎ウイルスHA抗原JaGAr01株（デンカ生研）を使用した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果及び考察 

 

１ 風しん感受性調査 

 20歳以上の男性123名，女性86名計209名の風しん抗体価

の測定結果を，実施要領に基づく年齢階級別に，表1及び表2

に示した．男女共，40歳以上の年齢階級の検体が全体のほぼ

半数を占めた．男性の88.6%,女性の89.5%が8倍以上のHI抗

体価を示し，対象者全体で89.0%の者が風しん抗体を保有して

いた．また，予防接種の検討が推奨される弱陽性(HI抗体価8

倍及び16倍)者は，男性の抗体陽性者のうち7.3%（全男性の

6.5%）,女性の抗体陽性者のうち6.5%（全女性の5.8%)，男女

合わせた全体の抗体陽性者の7.0%（全男性女性の6.2%）であ

った． 

 平成24年度の流行予測調査結果 3) によれば，全国の20歳

以上の年齢階級での風しん抗体保有率は，男性の30－40歳代

の年齢層で80%前後（30-34歳，35-39歳，40-44歳の年齢階

級で75～85%と若干差がある）と，同年齢層の女性の抗体保有

率約 90%と比較し，低い傾向が報告されている．埼玉県の 26

年度調査結果では，40歳以下の年齢層の検体数が男女とも少

なかったため，抗体保有率に性別年齢階級で差があるかどう

か検討できなかった． 

２ 日本脳炎感染源調査 

 7月18日，8月29日，9月19日に各10頭，計30頭の豚か

ら採取した血液について日本脳炎HI抗体測定を実施した．30

頭全てでHI抗体価は10倍未満であった．埼玉県では平成25

年度は8月及び9月に各月10頭計20頭，平成24年度は7月

～9月に各月10頭計30頭の検査を同様に実施したが，いずれ

も日本脳炎抗体陽性の検体はなかった． 
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表1　風しんHI抗体測定結果　(男性　n＝123）

8倍未満 8倍 16倍 32倍 64倍 128倍 256倍 512倍 1024倍

検体数 14 4 4 14 25 30 29 2 1 123

％ 11.4 3.3 3.3 11.4 20.3 24.4 23.6 1.6 0.8 100.0

20-24 1 1 5 2 9

25-29 1 1 2 2 1 1 8

30-34 3 1 3 7 4 18

35-39 1 1 2 6 4 4 18

40- 8 3 2 6 12 17 20 2 70

表2　風しんHI抗体測定結果　(女性　n＝86）

8倍未満 8倍 16倍 32倍 64倍 128倍 256倍 512倍 1024倍

検体数 9 2 3 13 23 24 10 2 86

％ 10.5 2.3 3.5 15.1 26.7 27.9 11.6 2.3 0.0 100.0

20-24 3 1 3 6 7 3 1 24

25-29 3 5 8

30-34 2 1 4 7

35-39 1 3 1 5

40- 4 3 6 9 13 6 1 42

年齢
HI　抗体価　

総計

年齢
HI　抗体価　

計

 

 

まとめ 

 

 平成26年度の埼玉県の感染症流行予測調査の検査結果を報

告した．風しん感受性調査では男性123名，女性86名，計209

名の風しんHI抗体価測定を実施し，男女を合わせた抗体保有

率は 89.0%であった．日本脳炎感染源調査では県内産月齢 6

ヶ月の豚30頭の日本脳炎HI抗体価を測定し，30頭全てでHI

抗体価は10倍未満であった． 
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